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１．各部の名称と機能

①測定温度表示器 ⑩過熱防止設定アップキー

過熱防止設定の数値を増加させるキーです。現在の測定温度、エラーＮｏを表示します。

②設定温度表示器 ⑪パワーキー

現在設定されている温度を表示します。 本コントローラを運転状態にするキーです。

③過熱防止設定温度表示器 ⑫過熱防止設定ダウンキー

過熱防止器の設定温度を表示します。 過熱防止設定の数値を減少させるキーです。

④オートチューニングランプ ⑬時間表示器

タイマーの時間（経過、残留）を表示します。オートチューニングの演算中は点滅し、演算終了時

⑭自動入（TIME ON）ランプには消灯します。

自動入モードでタイマーの計時中に点灯します。⑤ヒーターランプ

⑮自動切（TIME OFF）ランプヒーターに通電されている時に点灯します。

自動切モードでタイマーの計時中に点灯します。⑥シフトキー

⑯モードキー主設定の桁表示を右に移動させるキーです。

運転モードを選択するキーです。⑦主設定アップキー

⑰ラン、ストップキー点滅している桁の数値を増加させるキー

です。 選択されたモードで運転を開始したり停止さ

せるキーです。⑧エンターキー

⑱アドバンスキー入力された設定値を記憶させるキーです。

自動入切モードで自動入計時中に強制的に自⑨主設定ダウンキー

点滅している桁の数値を減少させるキーです。 動切モードに進めるキーです。
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２．運転モード説明

本器は次の３つのモードと、２と３を組み合わせたモードの４種類のモードで運転出来ます。

２．１ 連続運転モード

連続運転モードは運転開始（ＲＵＮ）後直ぐに加

熱制御を始めて、設定温度（Ｔ℃）で”ＳＴＯＰ” T℃

キーが押されるまでＴ℃を一定に保ち続ける運転

モードです。

連続運転 t時間

２．２ 自動入運転モード

タイマーの時間（ｔ１）を設定して運転開始（ＲＵＮ） T℃

すると、設定された時間が経過するまで待機状態を保

ち、時間が経過した後に加熱運転を開始します。

加熱運転開始後は２．１の連続運転と同じく設定温度 ｔ１ ｔ時間

（Ｔ℃）で”ＳＴＯＰ”キーが押されるまでＴ℃を一 －－－－→ 自動入運転

定に保ち続ける運転モードです。

T℃２．３ 自動切運転モード

タイマーの時間（ｔ２）を設定して運転開始（ＲＵＮ）

すると、直ぐに加熱制御を始めて、設定温度（Ｔ℃） ｔ２ ｔ時間

に到達してからタイマーの計時が始まってＴ℃を一定 －－－－－－－－→

に保ち続け、設定時間が経過した後に自動的に運転終

了となる運転モードです。 自動切運転

T℃２．４ 自動入切運転モード

タイマーの時間（ｔ１）と（ｔ２）を設定して運転開

始（ＲＵＮ）すると、設定された時間（ｔ１）が経過 ｔ１ ｔ２ ｔ時間

するまで待機状態を保ち、ｔ１が経過した後に加熱運 －－－－→ －－－－－→

転を開始、設定温度（Ｔ℃）に到達するとタイマー

（ｔ２）の計時が始まってＴ℃を一定に保ち続け、 自動入切運転

ｔ２が経過した後に自動的に運転終了となる運転モー

ドです。

２



３．いろいろな機能

３．１ オートチューニング機能
自動制御においては、比例動作（Ｐ動作 、積分動作（Ｉ動作 、微分動作（Ｄ動作）の３つの要素） ）
を最適な状態で組み合わせて動作させると最も理想的な制御が可能で、この制御方式をＰＩＤ制御
方式といいます。
ＰＩＤ制御において、人手でＰ，Ｉ，Ｄの各定数の値を正しく選定するには、高度な技術と永い経
験が必要となりますが、これをマイクロコンピュータが演算して自動的に読み込む機能がオートチ
ューニング機能です。
オートチューニングのかけ方等は５ページ4.2.6を参照して下さい。

３．２ キーロック機能
温度調節部及び過熱防止部には、運転中の誤操作や、第三者による条件設定の無断変更等を防止する
ために、キーをロックする機能があります。
温度調節器のキーをロックすると過熱防止設定と"ＰＯＷＥＲ"キーを除く全てのキーが操作出来なく
なります。
過熱防止器のキーをロックすると過熱防止器の▲▼キーが操作出来なくなります。
キーのロックと解除の方法は、５項キーロックを参照して下さい。

３．３ ウェイト機能
タイマー運転やステッププログラム運転等、 SV
温度と時間を関連づけて運転する場合に、測
定温度が設定温度に到達するまで時間のカウ
ントを行わずに待機（WAIT）させる機能です。
ウェイトを設定してないとステップのスター ⇒スタートと同時に計時が始まる
トと同時に計時が始まります （３－１図） ３－１図。
ウェイトの巾を設定すると測定温度が、設定
されたウェイト巾の中に入った時から計時が ウェイト巾
始まります （３－２図） SV。
従って、目的の温度でのみ正味で設定時間の
運転を行う場合には必須の設定になります。
ウェイト巾は０～９９（℃）の巾で設定出来
９９（℃）に設定するとウェイトなしになり ⇒ここから計時が始まる
ます。０（℃）設定はウェイト巾０．５℃に ３－２図
なります。

３．４ リピート（実行回数）について

自動切運転モードと自動入切運転モードではリピート C

回数を設定出来ます。 B

（連続運転モードと自動入運転モードではリピート設

定はありません ） A ｔ２ ｔ時間。

リピートはタイマーの時間 ｔ２ が経過した後 ｔ１ －－－－－－－（ ） （ ）

の最初に戻って、再び同じモードの運転を継続する機 →
自動切モードのリピート能で、１～９９回まで設定出来ます。

１は実行回数が１回（繰り返しなし）で、２では ２回

実行（１回繰り返し）になり、９９回では無限繰り返 C

しになります。

自動切モードの場合、ｔ１が存在しないのでＣ点から A

Ａ点に戻って直ちに昇温動作に入りますが、既に設定 ｔ１ ｔ２ ｔ時間

温度に到達している状態であり昇温の必要はないので、 －－－－→ －－－－－→
自動入切モードのリピート見かけ上はＢ点に戻ることになります。

３



３．５ アドバンス（ＡＤＶ）機能

パターンの、あるステップを運転中に”ＡＤＶ”キーを押すと、強制的に次のステップの最初に

進ませることが出来ます。

タイマー運転では自動入切モードの時のみアドバンスさせることが出来ます。

又、パターンプログラムの作成中に”ＡＤＶ”キーを押すと、設定すべき項目が次の項目に進み

ます。

３．６ 時間表示窓の表示内容とリピート回数の確認機能

時間表示窓の表示は基本的に以下のようになります。

”ＲＵＮ”キーが押される前（ＳＴＯＰ中）には  (RESET) と表示されています。

”ＲＵＮ”キーが押されて運転状態になると、設定された時間が「時間２桁、分２桁」の４桁で

表示され、時間の経過と共に減算（カウントダウン）されてゆきます。但し、連続運転モードの

場合はタイマーを使用していないので時間表示窓はブランクになります。

ウェイトが設定されている場合等で計時（時間のカウント）が始まる前には  のよう

に４桁の数字だけが表示されていますが、計時が始まると  と、時間と分の間に

ドットが点滅して、時間の経過と共に減算されてゆきます。

時間計測中に△キー、▽キーを押すことで時間種別とリピート内容がモニタ出来ます。

△キーを押すと残り時間表示が経過時間 → 設定時間の順に変化します。

▽キーを押すと残り回数 → 実行回数 → 設定回数の順に変化します。

表示項目を示すため、表示窓の中のドットの位置が下図のようになります。

△キーで ▽キーで＊＊.＊.＊.
設定時間 設定回数

経過時間 実行回数

残り時間 残り回数

３．７ 停電停止と停電復帰機能

停電があって、その後復旧して通電が再開された場合の装置の状態をユーザー設定モードで以

下の二動作を任意に選択出来ます。

停電復帰動作（）ＯＮ 復電すると停電前に運転されていたモードで自動的に

運転を再開します。

但し、停電発生時までの経過時間はメモリされていま

せんので、そのステップの最初からの運転再開になり

ます。

停電復帰動作（）ＯＦＦ 復電しても停止状態を維持します。

運転再開は、改めて”ＰＯＷＥＲ”キーをＯＮにして

運転開始操作をする必要があります。

３．８ ユーザー設定の初期化

ユーザー設定画面で初期化（）を ＯＮ にすると下記の項目がメーカー出荷時の設定

値に初期化されます。元の数値が判らなくなった時に利用出来ます。

比例帯、積分時間、微分時間、センサー補正量、上限出力リミット、下限出力リミット。

３．９ 実行中の設定変更

ステップの実行中に温度又は時間を変更した場合には、次回の実行から有効になります。

４



４．操 作 方 法

４.１ 凡 例
4.1.1 特記のない表示場所は全て調節器部の表示器とします。

4.1.2 表示内容欄の”＊＊＊＊”は以前に入力された数値等不特定な数値を示します。

4.1.3 表示内容欄の”＊＊＊＊”は塗りつぶし桁が点滅していることを示します。

4.1.4 この温度調節器で表示されるキャラクタ文字と略語については巻末の「温度調節器の表示キ
ャラクタ」に細述してありますので参照して下さい。

4.1.5 この取扱説明書及び制御一般に関する用語については巻末の「用語解説」に細述してありま
すので参照して下さい。

４.２ 基本的な操作方法
4.2.1 電源投入時の状態

ブレーカーを”ＯＮ”にすると約３秒後に過熱防止器の設定表示器が点灯します。
その他の表示器は全てブランクになっています。
過熱防止器は温度調節器とは別の独立した回路になっているので、この状態以降いつでも設定
温度を変更することが出来ます。

4.2.2 ”ＰＯＷＥＲ”キーの”ＯＮ”と”ＯＦＦ”
電源投入後”ＰＯＷＥＲ”キーを押すと温度調節器が通電状態となり、各表示器が点灯します。
再度”ＰＯＷＥＲ”キーを押すと温度調節器の電源が切れて、過熱防止器以外の表示器がブラ
ンクになります。

4.2.3 ”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーの”ＯＮ”と”ＯＦＦ”
”ＰＯＷＥＲ”キーを”ＯＮ”にしても、この時点では未だ運転状態にはなりません。
”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーはＳＴＯＰ中は”ＲＵＮ”キーとして、ＲＵＮ中は”ＳＴＯＰ”
キーとして機能します。
各表示器には現在の槽内温度と前回の設定値が表示され、時間表示窓には” ”と表示
されております。
ここで、各種の設定項目を変更することが出来ますし、もし表示されている内容でよければ
”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと、時間表示窓がブランク（時間が設定されている場合は時
間表示）になって、装置が運転状態になります。
再度”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”ＰＯＷＥＲ”キーを押すと装置は停止状態になります。

4.2.4 ＲＵＮ中の設定変更
ＲＵＮ中（運転中）であっても”ＭＯＤＥ”キーを押すと、４．３項以降の操作手順に従って
各種設定を変更することが出来ます。

温度設定の変更値は直ぐに反映されますが、時間の設定値の変更値は次回の運転この場合、
から反映されます。

4.2.5 設定値異常
温度の設定は、装置の最高温度以内で設定することが出来ます。
設定可能範囲を超えた値を入力すると、ＳＶ表示器に””と設定可能な最高温度が交互
に３回点滅した後、設定可能な最高温度表示に変わります。

4.2.6 オートチューニング（ＡＴ）のかけ方
ＡＴはユーザー設定モードの中で、ＯＮ（かける）ＯＦＦ（かけない）を設定出来ます。
”ＥＮＴＥＲ”キーを５秒以上押し続けるとユーザー設定モードになります。
ＰＶ表示窓に” ”と表示されるので、▲▼キーでＯＮを選択して”ＥＮＴＥＲ”キーを
押すと次のＰの設定画面にうつりますが、そのまま”ＥＮＴＥＲ”キーを５秒間押し続けると
元に戻り、ＡＴランプが点滅します。
ＡＴはＲＵＮ中（運転中）に限ってかけることが出来ます。
ＳＴＯＰ中（停止中）に上記手順でＯＮにしても”Ｅｒ １”を表示してＯＦＦになってしま
います。
ＡＴはＲＵＮ中（運転中）はいつでも掛けられますが、槽内温度が設定温度付近になってから
数分以上経過してから掛けると良い結果が出ます。
ＡＴは設定温度の上下でヒーターをＯＮ／ＯＦＦさせて演算しますが、昇温（降温）途中で
ＯＮにすると設定温度に到達して直ぐに演算開始になりますが、試験槽を構成する鋼材が十分
設定温度に馴染む前に演算が終り、鋼材が温度に馴染むと共に演算結果と微妙に差違を生じる
ためです。

５



《 》 連続運転モード（定値運転）４．３ 

【設定例 、設定温度１２３℃、槽内初期温度２０℃（運転開始後直ぐに制御を始めて１２３℃で一定に保つ）】

T1

123℃

t

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー⑩⑫にて ＳＶ表示器 希望運転温度より１０～２０℃高

”” めの数値にする｡ 数値の点滅が

止まると登録完了。

３ "ＰＯＷＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 約３秒表示。続いて

” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示

時間表示器 ”” タイマーがリセットされているこ

とを示す。

４ ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” モード選択状態を示す。

５ ▲▼キーにて”” ＳＶ表示器 ”” 連続運転モード

を選択する。 ”” 自動入運転モード

”” 自動切運転モード

”” 自動入切運転モード

６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 設定温度

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

７ ▲▼キーにて ”＊＊” １００位の１を入力する。

”＊” １０位の２を入力する。

”” １位の３を入力する。

８ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ”” １２３℃ 設定完了。

ＰＶ表示器 ”” モード選択状態に戻る。

ＳＶ表示器 ”” 連続運転モードを示す。

９ ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”” １２３℃設定完了

10 ”ＲＵＮ”キーを押す。 時間表示器 表示消える タイマー不使用

HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始

運転を一時停止させる時は再度”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押します。

運転を終了する場合は”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから”ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

６



《 》 自動入運転モード（設定時間経過後運転開始）４．４ 

【設定例】 設定温度１２３℃ ３０分後に動作開始 槽内初期温度２０℃の場合

T1

123℃

t 1 t

３０分

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー⑩⑫にて ＳＶ表示器 希望運転温度より１０～２０℃高

”” めの数値にする｡ 数値の点滅が

止まると登録完了。

３ "ＰＯＷＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 約３秒表示。続いて

” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示。

時間表示器 ”” タイマーがリセットされてい

ることを示す。

４ ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” モード選択状態を示す。

５ ▲▼キーにて”ＳＴＡＴ” ＳＶ表示器 ”” 連続運転モード

を選択する。 ”” 自動入運転モード

”” 自動切運転モード

”” 自動入切運転モード

６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 設定温度

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

７ ▲▼キーにて ”＊＊” １００位の１を入力する。

”＊” １０位の２を入力する。

”” １位の３を入力する。

８ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ”” １２３℃ 設定完了。

ＰＶ表示器 ” ” 時間設定を示す。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

９ ▲▼キーにて ”＊＊＊”

”＊＊”

”＊”

” ”

10 "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ”” ００時間３０分 設定完了。

ＰＶ表示器 ”” モード選択状態に戻る。

ＳＶ表示器 ”” 自動入運転モードを示す。

11 ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”” 設定温度１２３℃

時間表示器 ”” タイマーリセット中。

12 ”ＲＵＮ”キーを押す。 TIME ONﾗﾝﾌﾟ 点 灯 自動入モードを示す。

時間表示器 ”” 残時間３０分を示す。

”” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

”” ２９分経過、残時間１分を示す。

表示消える ３０分経過、残時間０分を示す。

HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始

待機運転中に”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すとタイマーはリセットされ、再度”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーが押された

時は最初の設定時間からのスタートになります。

加熱運転中に運転を一時停止させる時は再度”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押します。

運転を終了する場合は”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから”ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

７



（設定温度に到達してから設定時間経過後運転終了）４．５ 《 》 自動切運転モード

【設定例】 設定温度１２３℃、設定時間１時間３０分、リピート（繰り返し）なし、ウェイト巾３℃、槽内初期温度２０℃の場合

T1

123℃

t 2 t

１時間３０分

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示。

２ 過熱防止▲▼キー⑩⑫にて ＳＶ表示器 希望運転温度より１０～２０

”” ℃高めの数値にする｡ 数値の点

滅が止まると登録完了。

３ "ＰＯＷＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 約３秒表示。続いて

” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示。

時間表示器 ”” タイマーがリセットされてい

ることを示す。

４ ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” モード選択状態を示す。

５ ▲▼キーにて”ＳＴＯＰ” ＳＶ表示器 ”” 連続運転モード

を選択する。 ”” 自動入運転モード

”” 自動切運転モード

”” 自動入切運転モード

６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 設定温度

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

７ ▲▼キーにて ”＊＊” １００位の１を入力する。

”＊” １０位の２を入力する。

”” １位の３を入力する。

８ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ”” １２３℃ 設定完了。

ＰＶ表示器 ” ” 時間設定を示す。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

９ ▲▼キーにて ”＊＊＊”

”＊＊”

”＊”

” ”

10 "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ”” ０１時間３０分 設定完了。

ＰＶ表示器 ”” リピート回数設定。

11 ▲▼キーにて ＳＶ表示器 ” ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

” ＊”

” ” ０１（リピートなし）を設定。

12 "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” ウェイト巾設定。

13 ▲▼キーにて ＳＶ表示器 ” ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

” ＊”

” ” ０３（３℃）を設定。

14 "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” モード選択状態に戻る。

ＳＶ表示器 ”” 自動切運転モードを示す。

15 ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”” 設定温度１２３℃

時間表示器 ”” タイマーリセット中。

８



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

16 ”ＲＵＮ”キーを押す。 TIME OFFﾗﾝﾌﾟ 点 灯 自動切モードを示す。

時間表示器 ”” 残時間１時間３０分を示す。

HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始

点 滅 設定温度に到達すると計時開始

時間表示器 ”” １分経過、残時間１時間２９分

↓ ↓ を示す。

”” １時間２９分経過、残時間１分

を示す。

表示消える １時間３０分経過、残時間０分

を示す。

HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 運転終了

設定温度に到達した後の係留運転中に”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すとタイマーはリセットされ、

再度”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーが押された時は最初の設定時間からのスタートになります。

運転を終了する場合は”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから”ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

９



《 》 自動入切運転モード４．６ 
（設定時間経過後運転開始、設定温度に到達し設定時間経過後運転終了）

【設定例】 設定温度１２３℃ 自動入設定時間３０分 自動切設定時間１時間３０分 リピート（繰り返し）なし

ウェイト巾３℃ 槽内初期温度２０℃の場合

T1

123℃

t 1 t 2 t

３０分 １時間３０分

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー⑩⑫にて ＳＶ表示器 希望運転温度より１０～２０

”” ℃高めの数値にする｡ 数値の

点滅が止まると登録完了。

３ "ＰＯＷＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 約３秒表示。続いて

” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示

時間表示器 ”” タイマーがリセットされてい

ることを示す。

４ ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” モード選択状態を示します。

５ ▲▼キーにて”ＳＡＳＰ” ＳＶ表示器 ”” 連続運転モード

を選択する。 ”” 自動入運転モード

”” 自動切運転モード

”” 自動入切運転モード

６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 設定温度

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

７ ▲▼キーにて ”＊＊” １００位の１を入力する。

”＊” １０位の２を入力する。

”” １位の３を入力する。

８ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ”” １２３℃ 設定完了。

ＰＶ表示器 ” ” 自動入時間設定を示す。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

９ ▲▼キーにて ”＊＊＊”

”＊＊”

”＊”

” ”

１０ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＳＶ表示器 ”” ００時間３０分 設定完了。

ＰＶ表示器 ” ” 自動切時間設定を示す。

ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１１ ▲▼キーにて ”＊＊＊”

”＊＊”

”＊”

” ”

１２ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ”” ０１時間３０分 設定完了。

ＰＶ表示器 ”” リピート回数設定。

１３ ▲▼キーにて ＳＶ表示器 ” ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

” ＊”

” ” ０１（リピートなし）を設定。

１４ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” ウェイト巾設定。

１５ ▲▼キーにて ＳＶ表示器 ” ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

” ＊”

” ” ０３（３℃）を設定。

１０



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ”” モード選択状態に戻ります。

ＳＶ表示器 ”” 自動入切モードを示します。

１７ ”ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 現在の槽内温度を表示。

ＳＶ表示器 ”” 設定温度１２３℃

時間表示器 ”” タイマーリセット中。

１８ ”ＲＵＮ”キーを押す。 TIME ONﾗﾝﾌﾟ 点 灯 自動入モード待機中を示す。

TIME OFFﾗﾝﾌ 消 灯 自動切モードを示す。

時間表示器 ”” 残時間３０分を示す。

”” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

”” ２９分経過、残時間１分を示す。

表示消える ３０分経過、残時間０分を示す。

TIME ONﾗﾝﾌﾟ 消 灯 自動入モード終了を示す。

TIME OFFﾗﾝﾌ 点 灯 自動切モード運転中を示す。

HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始

点 滅 設定温度に到達すると計時開始

時間表示器 ”” １分経過、残時間１時間２９分

↓ ↓ を示す。

、 。”” １時間２９分経過 残時間１分を示す

、 。表示消える １時間３０分経過 残時間０分を示す

TIME OFFﾗﾝﾌ 消 灯 自動切モード終了を示す。

HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 運転終了

計時中に”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すとタイマーはリセットされ、再度”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初の設定時間からのスタートになります。

運転を終了する場合は”ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから”ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

５．キーロック

本器の温度調節部及び過熱防止部には、運転中の誤操作や、第三者による条件設定の無断変更等

を防止するために、キーをロックする機能があります。

温度調節器のキーをロックすると過熱防止設定と"ＰＯＷＥＲ"キーを除く全てのキーが操作出来

なくなります。

ロック中は"ＰＯＷＥＲ"キーで運転を停止させることが出来ますが、再度"ＰＯＷＥＲ"キーを押

して運転状態にした場合には、ロックがかかったままでの運転になります。

過熱防止器のキーをロックすると過熱防止器の▲▼キーが操作出来なくなります。

ロックの解除は、ロックをかける操作を再度繰り返します。

温度調節器部のキーロック５．１
通常の運転中の状態より

手順 キー操作 表示場所 表示内容 説 明

１ キーと"ＥＮＴＥＲ"キー ＳＶ表示器 ”＊＊＊ ” １位桁に小数点が点滅して．

を同時に５秒以上押す。 キーロックがかかります。

２ キーと"ＥＮＴＥＲ"キー ”＊＊＊” １位桁の小数点が消えて

を同時に５秒以上押す。 キーロックが解除されます。

過熱防止器部のキーロック５．２
通常の運転中の状態より

手順 過熱防止器部のキー操作 表示場所 表示内容 説 明

１ ▲キーと▼キーを同時に 過熱防止器 ”＊＊＊ ” １位桁に小数点が点滅して．

５秒以上押す。 ＳＶ表示器 キーロックがかかります。

２ ▲キーと▼キーを同時に ”＊＊＊” １位桁の小数点が消えて

５秒以上押す。 キーロックが解除されます。

１１



６．ユーザー設定モード

設 定 項 目６．１
ユーザー設定モードでは次の１２項目のパラメータが設定が出来ます。

6.1.1 オートチューニングのＯＮ／ＯＦＦ

オートチューニングは制御の三要素である比例帯（Ｐ 、積分時間（Ｉ 、微分時間（Ｄ）） ）

の各定数を、マイクロコンピュータが自動計測演算して制御対象に最も適したＰＩＤ

定数を自動設定し、制御精度の高いコントロールを実現する機能です。

オートチューニングを"ＯＮ"にすると演算を開始して"ＡＴ"ランプが点滅し、演算と

自動設定が終了すると"ＡＴ"ランプが消灯します。

演算中にオートチューニングを"ＯＦＦ"にすると演算を中止し、最初から"ＯＦＦ"に

なっていればオートチューニングは実行されません。

6.1.2 比例帯（Ｐ）

オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で手動変更

が可能です。

6.1.3 積分時間（Ｉ）

オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で手動変更

が可能です。

6.1.4 微分時間（Ｄ）

オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で手動変更

が可能です。

6.1.5 ＰＶバイアス（ＰＢ）

ＰＶバイアスは、測定値に所定の値を加えて修正する機能で、槽内の特定の場所の温

度分布特性による「ずれ」や、制御温度とワーク温度との差を補正します。

6.1.6 内部上限警報（ＡＬ）

槽内の温度が本項で設定された値を超えて上昇すると ””を表示してヒータ、

ーを遮断します。

装置の最高温度＋２０℃まで設定可能で、一体組み込みの別回路過熱防止器と相まっ

て２重の過熱防止機能となっています。

6.1.7 下限出力リミット（ＯＬＬ）

ヒーターの出力量（％）の下限値で、この値以上が出力されます。

－５～１０５％の範囲で設定出来ますが、通常は０か－５に設定します。

6.1.8 上限出力リミット（ＯＬＨ）

ヒーターの出力量（％）の上限値で、この値以下が出力されます。

－５～１０５％の範囲で設定出来ますが、通常は１００か１０５に設定します。

6.1.9 停電後の復帰動作（Ｐ＿ＯＮ）

停電があって、停電が復旧した場合に装置を自動的に運転再開とするか、スイッチ操

作をしない限り運転を再開出来ないようにするかを選択します。

"ＯＮ"で自動復帰、"ＯＦＦ"で手動復帰となります。

6.1.10 通信デバイスアドレス設定（Ａｄｄ）

ＲＳ－４８５の通信ネットワークの中における自機のアドレスを設定します。

アドレスは０１～９９の内任意の番号を選択出来ますが、ネットワーク中で既に決定

されている他機の番号と重複することは出来ません。

6.1.11 通信インターバル時間設定（ＩＮＴ）

通信ネットワークの中におけるホストコンピュータの性能並びに傘下にある管理対象

機器の台数等によって、高速の処理における送受信信号の一部欠落等のエラーが発生

防止のためにインターバルの時間を設定します。

設定範囲は０～２００ｍｓです。

6.1.12 初期化設定（ＤＥＦ）

ユーザー設定モードで設定されたＰＩＤ定数を含む各種の設定値を工場出荷時の値に

リセットする機能です。

いろいろと数値を変えてしまって元の値が判らなくなった場合等に利用出来ます。

"ＯＦＦ"で初期化せず、"ＯＮ"で初期化（リセット）します。
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設 定 手 順６．２

手順 キー操作 表示場所 表示内容 説 明
１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 ”＊＊＊” 前回設定された過熱防止温度

ＳＶ表示器 を表示
２ パワーキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” 約３秒表示。続いて

” ” 現在の槽内温度を表示。
ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 前回設定された温度を表示

３ ＥＮＴＥＲキーを５秒 ＰＶ表示器 ”” "オートチューニング”
以上押し続ける。 ＳＶ表示器 ”” オートチューニングをＯＮにす

４ ▲又は▼キーにて ” ” るかＯＦＦにするか選択する。
５ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” "（Ｐ）比例帯”

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 前回設定された比例帯の巾（℃）
６ ▲▼キーにて ”＊＊＊” 希望の数値に変更する。
７ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” "（Ｉ）積分時間”

ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 前回設定された積分時間（分）
８ ▲▼キーにて ”＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
９ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” "（Ｄ）微分時間”

ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 前回設定された微分時間（分）
１０ ▲▼キーにて ”＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
１１ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” "（ＰＢ）ＰＶバイアス”

ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 前回設定のＰＶバイアス（℃）
１２ ▲又は▼キーにて ”－＊＊＊” 最上位の記号が変わる。
１３ ▲▼キーにて ”＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
１４ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” "（ＡＬ）上限警報”

ＳＶ表示器 ”＊＊＊” 前回設定された上限警報（℃）
１５ ▲▼キーにて ”＊＊＊” 希望の数値に変更する。
１６ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ”” "（ＯＬＬ）下限出力リミット”

（ ）ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 前回設定の下限出力リミット ％
１７ ▲又は▼キーにて ”－＊＊＊” 最上位の記号が変わる。
１８ ▲▼キーにて ”＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
１９ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ”” "（ＯＬＨ）上限出力リミット”

（ ）ＳＶ表示器 ”＊＊＊＊” 前回設定の上限出力リミット ％
２０ ▲又は▼キーにて ”－＊＊＊” 最上位の記号が変わる。
２１ ▲▼キーにて ”＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
２２ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ”” "（Ｐ_ＯＮ）停電後の復帰動作”

ＳＶ表示器 ”” 自動復帰はＯＮを、手動復帰は
２３ ▲又は▼キーにて ” ” ＯＦＦを選択する。
２４ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” "（ＡＤＤ）通信アドレス設定”

ＳＶ表示器 ” ＊＊” 上位桁がフラッシュする。
２５ ▲▼キーにて ” ＊＊” 希望の数値に変更する。
２６ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ” ” "（ＩＮＴ）通信インターバル

時間設定”
ＳＶ表示器 ” ＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

２７ ▲▼キーにて ” ＊＊＊” 希望の数値に変更する。
２８ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＰＶ表示器 ”” "（ＤＥＦ）初期化設定”

ＳＶ表示器 ”” 初期化はＯＮを、初期化しない
２９ ▲又は▼キーにて ” ” はＯＦＦを選択する。
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７．エラーと表示

７．１ エラーの表示と内容

エラーが発生するとＳＶ表示器に下記のエラーＮｏを表示します。

エラーＮｏ エラー内容 症 状 対 策

  設定値異常 設定が入力出来ない 使用温度の範囲を確認してから再度入力

し直して下さい。

  センサー断線 温度が上がらない 温度調節器のセンサー端子の緩み、槽内

の感温部の断線確認。

断線の場合はセンサー交換。

  トライアック 温度が上がり放し トライアック交換。

ショート 温度調節器全体交換。

  ヒーター断線 温度が上がらない ヒーターまでの配線経路の断線、接触不

良を含むので調査する。

ヒーター断線の場合は交換。

*1   ファン故障 ファンが回らない モーター交換。

  外部過熱防止 温度の上がり過ぎ 過熱防止器の設定が運転温度より高く設

定してあるか確認。過熱防止器の設定が

正常の場合は温度調節器の交換。

*1   爆発警報 爆発スイッチ作動 爆発ベント部のスイッチを確認。

試料（引火性、爆発性物質）の調整。

  内部上限警報 温度の上がりすぎ ユーザー設定の上限警 報値（ＡＬ）

が運転温度より高く設定してあるかを確

認。設定正常ならば温度暴走なので修理

を依頼。

*1  冷凍機過電流 冷凍機が運転出来ない 冷凍機の修理を依頼する。

*1  冷凍機過圧力 冷凍機が運転出来ない 周囲温度が高すぎないか、３０℃以上の

場合は凝縮器に扇風機で風を当てるか、

室温を下げる手段を講ずる。

室温正常ならば冷凍機修理依頼。

。*1  水位低下 水位低下 蒸発等による自然低下の場合は給水する

漏水の場合は修理依頼。

*1  空焚き警報 水位低下による空焚 空焚の場合はヒーターが損傷するので

。 。ヒーターの交換 軽症の場合は給水する

 停電警報 運転中に停電した 停止中や停電復帰動作が"ＯＦＦ"に設

定してある場合は報知しません。

 予備警報

＊１ 機種によって機能の有無が設定されています。

エラーが発生した場合は"ＰＯＷＥＲ"キーで停止させ、更にブレーカーも切ってエラーの原因を排

除してから再起動してください。

特に、" "の場合は過熱防止器がホールドしているためにブレーカーを切って入れ直さない

と解除出来ません。

運転中に停電して""を表示している場合は""キーを押すとエラー表示が消えます。

７．２ エラー検出機能の解除

各エラー項目毎に検出の"ＯＮ ”ＯＦＦ"を設定出来ます。誤動作が確認された場合等の他は”

必ず検出機能を"ＯＮ"にしておいて下さい。又、正常に戻った時点で速やかに初期設定に戻し

て下さい。

むやみに"ＯＦＦ"にすると火災等、重大な事故の原因となります。

又、上表＊１の項目で予め”ＯＦＦ”に設定されているものは必ず”ＯＦＦ”のままにしておいて

下さい。機能が存在しないのに”ＯＮ”に設定すると、その項目は必ずエラーになります。
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７．３ エラー検出機能の設定

手順 キー操作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにして 過熱防止部 ”＊＊＊” 前回設定された過熱防止温度

"ＰＯＷＥＲ" キーＯＦＦ ＳＶ表示器 を表示

２ ""キーを押しながら ＰＶ表示器 ””

"ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ１の検出機能あり。

３ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ１の検出機能なし。

４ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ２の検出機能あり。

５ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ２の検出機能なし。

６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ３の検出機能あり。

７ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ３の検出機能なし。

８ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ４の検出機能あり。

９ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ４の検出機能なし。

１０ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ５の検出機能あり。

１１ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ５の検出機能なし。

１２ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ６の検出機能あり。

１３ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ６の検出機能なし。

１４ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ７の検出機能あり。

１５ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ７の検出機能なし。

１６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ８の検出機能あり。

１７ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ８の検出機能なし。

１８ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ１０の検出機能あり。

１９ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ１０の検出機能なし。

２０ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ１１の検出機能あり。

２１ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ１１の検出機能なし。

２２ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ１２の検出機能あり。

２３ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ１２の検出機能なし。

２４ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ１３の検出機能あり。

２５ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ１３の検出機能なし。

２６ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ１４の検出機能あり。

２７ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ１４の検出機能なし。

２８ "ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＰＶ表示器 ””

ＳＶ表示器 ” ” Ｅｒ１５の検出機能あり。

２９ ▲又は▼キーにて ”” Ｅｒ１５の検出機能なし。
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８．仕 様

８．１ 温度調節機能

温度制御方式 オートチューニング機能付ゼロクロスＤＦ－ＰＩＤ制御

温度検出端 熱 電 対 （Ｋ）

温度設定範囲 ０～３００℃ （注）

温度測定範囲 ０～３２０℃

温度指示精度 ±０．５％ＦＳ（Ａ／Ｃ機能時±０．０１％以内）

測定温度表示方式 ４桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（オレンジ色表示）

設定温度表示方式 ４桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（緑色表示）

温度設定方式 シフトキー、アップ、ダウンキーによる設定方式

設定指示分解能 １℃

サンプリング周期 ０．５秒

オートチューニング インプローブドオートチューニング方式

制御出力 １ ゼロクロス トライアック ２５０Ｖ ２０Ａ 組込済み

制御出力 ２ ＳＳＲ駆動用ＤＣパルス出力端子

ステータス出力 接点２点＋オープンコレクタ３点（機能は１０種より工場設定）

（注）本調節器としての設定範囲です。実際の設定可能範囲は本調節器を搭載している恒温器の仕様で

規定されている最高温度までとなります。

タイマー機能８．２

１ステップ３パターン 自動入り、自動切り、自動入切

リピート回数 最高９９回（１は繰り返しなし、９９回は無限繰り返し）

最大設定時間 ９９時間５９分

時間精度 設定時間の０．５％以内

アドバンス機能 自動入から自動切へのアドバンス可

時間表示方式 ４桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（緑色表示）

８．３ ※印 制御対象機種により有無設定あり自己診断機能

Ｅｒ １ 設定値異常 Ｅｒ１０ ※ 冷凍機過電流

Ｅｒ ２ センサー断線 Ｅｒ１１ ※ 冷凍機過圧力

Ｅｒ ３ トライアックショート Ｅｒ１２ ※ 水位低下

Ｅｒ ４ ヒーター断線 Ｅｒ１３ ※ 空焚き

Ｅｒ ５ ※ ファン故障 Ｅｒ１４ 停電警報

Ｅｒ ６ 外部過熱防止 Ｅｒ１５ ※ 予備警報

Ｅｒ ７ ※ 爆発スイッチ作動 Ｅｒ１６ バックアップデーターエラー

Ｅｒ ８ 内部上限警報 Ｅｒ１７ ＣＰＵ入力値異常

８．４ 通 信 機 能

通 信 規 格 ＥＩＡ規格 ＲＳ－４８５準拠

通 信 方 式 ２線式 半２重マルチドロップ接続

通 信 速 度 ９６００ ｂｐｓ

通信コード ＪＩＳ／ＡＳＣＩＩ（７ビットコード）

識別データ リードオンリー項目

（メーカー設定項目は略） 温度測定値、経過時間、実行回数、制御出力

リードライト項目

警報状態、運転の停止・開始、温度設定、自動入時間設定、自動切時間

設定、実行回数設定、運転モード設定、ウェイト設定、ＡＴのＯＮ／Ｏ

、 、 、 、 、ＦＦ 比例帯設定値 積分時間設定値 微分時間設定値 センサー補正量

上限警報設定値、下限出力リミット、上限出力リミット、停電復帰時の

動作設定、初期化設定、キーロックの設定と解除
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その他の標準機能８．５

センサー補正範囲 ±２０℃

上限出力リミット範囲 －５％～１０５％

下限出力リミット範囲 －５％～１０５％

停電後の復帰動作 自動復帰／手動復帰 選択

デフォルトリセット ＰＩＤ定数を含むユーザー設定数値の工場出荷値へのリセット

キーロック キーロックの設定／解除

ステータス出力の項目 警報状態、自動入りモードにおける待機状態、設定温度到達、

（注文時指定による工場 タイムアップ、全停止、パターンエンド、タイムシグナル１、

設定） タイムシグナル２、指定測定温度１、指定測定温度２

上記の内２点は注文時指定で装備。３～５点目装備はオプション。

過熱防止器機能８．６

温度制御方式 二位置制御方式（ＯＮ／ＯＦＦ制御）

温度検出端 熱 電 対 （Ｋ 〔温度調節器用とは別〕）

温度設定範囲 ０～３２０℃

温度入力精度 ±０．５％ＦＳ

設定温度表示方式 ４桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（赤色表示、文字高８ｍｍ）

温度設定方式 アップ、ダウンキーによるアクセルエンジン方式

設定指示分解能 １℃

サンプリング周期 ０．５秒

制御ライン遮断出力 リレー接点出力 ２５０Ｖ ２０Ａ

機 能 キーロックによる誤操作防止

温度調節器／過熱防止器共通仕様８．７

電 源 ＡＣ ８５～２６４Ｖ フリー電源 （５０／６０Ｈｚ共用）

メモリバックアップ ＥＥＰＲＯＭ データ保持期間 約１０年

許容周囲温度 ０～５０℃

許容周囲湿度 ３０～８５％ＲＨ（結露なきこと）
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温度調節器の表示キャラクター

凡 例

温度調節器で表示されるキャラクタ文字（英文字 。）

アルファベット Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

                         キャラクタ文字

表示されるキャラクター → ［ＡＤＤ］ ←キャラクターに対応する英文字
表示されるモード →→→→ ユ ←←←←←←略語の語源Address
ウ 運転モード

ユ ユーザー設定モード

［ＥＲ ＊］→＊印は既に決定されている数値を示す。 ＊

［ＡＤＤ］ ［ＥＲ ＊］  ＊
Address Errorユ ウ

通信ネットワークにおける自局の番号。 エラーコード。

ホストコンピュータとの通信のための自分 装置内で異常が発生した場合に、異常内容

の固有名詞に相当する。 に対応するエラーコード（数字）を表示し

てヒーターその他必要な負荷を遮断する。

［ＡＬ］
ユ ［Ｉ］Alarm 

Integral内部上限警報値。 ユ

槽（炉）内の温度が、ＡＬで設定された温 ＰＩＤ定数の内のＩ（積分時間）を示す。

度を越えて上昇した場合に” ”を 

表示してヒーターを遮断する。 ［ＩＮＴ］
Intervalユ

コンピュータとの通信中にデータの欠落 ［ＡＴＵ］

等を防止するために設ける時間的すきま。ユ ( )Autotuning AT
0～200msの間の時間を設定する。オートチューニング。略してＡＴ。

自動制御における、比例動作（Ｐ動作 、）

［ＭＯＤＥ］積分動作（Ｉ動作 、微分動作（Ｄ動作）） 
Modeの３つの定数を自動的に最適な状態で組 ウ

（連続運転 、（自動入み合わせる機能で、ＯＮ（ＡＴを掛ける） ）
運転 、（自動切運転 、－ＯＦＦ（ＡＴを掛けない）を選択する。 ） ）
（自動入切運転）の４つの運転モード。

の中で選択す ［ＣＯＮＴ］ ＥＰタイプでは《ＰＴＮ ０》

ウ 連続運転のみなので存Continuous る。ＤＳタイプは

連続運転（定値運転）モードを示す。 在しない。

［Ｄ］ ［ＯＬＨ］ 
Differential Output Limit Highユ ユ

ＰＩＤ定数の内のＤ（微分時間）を示す。 上限出力リミット。

ヒーターの出力量の上限を通常は１００％

［ＤＥＦ］ 又は１０５％に設定する。
ユ 出力量を抑えたい場合には任意の％に設定Default
初期化。 出来る。

ＯＮ（初期化する）－ＯＦＦ（初期化し

［ＯＬＬ］ない）を選択する。 
Output Limit Lowユ
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下限出力リミット。 ［ＳＶ］
Setting Valueヒーターの出力量の下限を通常は０％又は ウ

－５％に設定する。 設定値。

＋１以上の数値を入力すると、 ランHEAT
プがＯＦＦの状態でも指定％の出力が出放 ［ＳＶ ＊］ ＊
しになるので＋数値の設定は要注意。 ウ ＊SV

＊印はＥＰタイプのステッププログラム

［Ｐ］ のステップ番号で、そのステップにおける
ユ 設定値を示す。Proportional
ＰＩＤ定数の内のＰ（比例帯）を示す。

［ＳＶ Ｅ］ 
_ SV End ［Ｐ ＯＮ］ ウ

ユ ＥＰタイプのステッププログラムで、運Power ON
停電復帰動作。 転終了後の温度を設定する。

停電後に復電した時、直ちに運転再開はＯＮ 最終ステップの運転終了後、ＳＶ Ｅで

再度、運転開始操作をしない限り起動しな 設定された温度で運転を継続する。

いのはＯＦＦを設定する。 ＳＶ Ｅを－１℃（小数点のある機種で

は－０．１℃）に設定すると運転を終了

［ＰＢ］ する。
PV Biasユ

ＰＶ表示の補正値。 ［ＴＭ］
Time槽（炉）内の任意の位置にセットした処理 ウ

《ＰＴＮ ２》24時間の繰り試料の実測温度と、調節器が表示している ＥＰタイプの

返し運転の時間設定画面で表示される。センサー位置における温度とに差違がある

場合に、その差分を補正する数値。

［ＴＭ ＊］ ＊
Time * ［ＰＶ］ ウ

ウ ＊印はＥＰタイプのステッププログラムProcess Value
現在の槽（炉）内温度の測定値。 のステップ番号で、そのステップにおけ

る時間の設定値を示す。

［ＲＰＴＳ］
ウ ［ＴＭ Ｐ］Repeat Set  

TM Stop実行回数（繰返回数）の設定。 ウ

１～９９を設定出来る。０は設定出来ない。 自動切運転モード又は自動入切運転モー

１は１回のみ実行 （繰り返しなし） ドで自動切ステップの時間を設定する。。

９９は無限繰り返し。

［ＴＭ Ｓ］ 
TM Start ［ＲＳＥＴ］ ウ

ウ 自動入運転モード又は自動入切運転モーReset
タイマーがリセットされていることを示す。 ドで自動入ステップの時間を設定する。

［ＳＡＳＰ］ ［ＷＡＩＴ］ 
Start Stop Waitウ ウ

自動入切運転モード。 タイマー運転やステッププログラム運転等、

温度と時間を関連づけて運転する場合の

［ＳＴＯＰ］ タイマーの待機巾（WAIT巾）を設定する。
ウ ウェイト巾は０～９９（℃）の巾で設定Stop
自動切運転モード。 出来、９９（℃）に設定するとウェイト

なしになり、０（℃）設定はウェイト巾

［ＳＴＡＴ］ ０．５℃になる。
Startウ

自動入運転モード。
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用 語 解 説

ＳＳタイプではタイマー運転時に強制的に次のステップ【数字】

に進ませるキー。７セグメントＬＥＤ
タイプでは上記の他に５ステップや１６ステップのプ英数字を表示するための発光ダイオード ＥＰ

ログラム作成時と運転時に強制的に次のステップに進まで７つのセグメント（素子）から出来て

せるキー。いる。

インプローブドオートチューニング方式７セグメント

インプローブドオートチューニング方式は従来のオ

ートチューニング演算方式に改良を加えてＤＦ－Ｐ【アルファベット】
ＩＤ制御に最適なＰＩＤ定数を算出するチューニンＥＩＡ規格

アメリカ電子工業会の規格 日本のＪＩＳに相当する グ方式。。 。

ＤＦ－ＰＩＤ制御 ウォッチドッグタイマー警報
ＰＩＤ マイクロコンピュータ（ＣＰＵ）の動作を監視し、制御でも「設定温度に対する応答」が良くなるように

ＰＩＤ プログラムの処理が出来なくなったことを検出するの各定数を設定すると、「外乱に対する応答」が悪く

るタイマー（番犬タイマー）の警報。なる。

エラー反対に「外乱に対する応答」が良くなるように の各定ＰＩＤ

装置やシステムに機械的、電気的に異常が発生して数を設定すると、「設定温度に対する応答」が悪くなる。

ＤＦ ＰＩＤ 正常な運転の継続ができなくなること。－ 制御では「外乱に対する応答」が良くなるよう

エンターキーな 定数のままで「設定温度に対する応答」 の形状ＰＩＤ

Slow,Mediam,Fast 入力した数値や、選択した機能を登録して有効にすを の中から選択出来る制御方式。

るキー。ＥＥＰＲＯＭ
オートキャリブレーション内容を書き換え可能なメモリ （記憶素子）。

複数の補正点における補正値を元に演算し、補正点ＦＳ
測定可能な最低温度から最高温度までの温度巾。 間を自動的に補正する機能。

オートチューニングフルスケール。

ＰＩＤ制御において、人手でＰ，Ｉ，Ｄの各定数のＰＩＤ制御
ＰＩＤ Ｐ（ ）Ｉ（ ）Ｄ（ 値を正しく選定するには、高度な技術と永い経験が制御は、 比例帯 積分時間 微分

必要となるが、これをマイクロコンピュータが自動時間）の３つの定数を設定することにより安定した制御結果

的に演算して読み込む機能。を得ようとする制御方式で、現在広く使われている制御方

温度検出端式。

温度センサーのことで、一般には熱電対や測ＰＶ
温抵抗体を指す。⇒測定温度。プロセスバリュー。

ＰＶバイアス 温度指示精度
測定値として表示している温度と真の温度実際の測定値に設定したＰＶバイアス値を加算（減算）する

。 との誤差関係が、どの程度の範囲内にある機能

調節器の表示値（ＰＶ）＝ かを示す。例えば０～２００℃の調節器で

実際の測定値＋ＰＶバイアスの設定値 ±0.5％（FS）という表現は２００℃巾の

±0.5％、つまり±１℃以内の誤差範囲を表ＲＳ－４８５準拠
す。ＥＩＡが決定したコンピュータ等の通信規格で、ＲＳ－２３２

Ｃ，ＲＳ－４２２，ＲＳ－４８５等の一つで、ＲＳ－２３２Ｃ方式に

【カ行】比べて通信の高速化、長距離化に対応し、ノイズにも強く、

外部過熱防止更に複数の装置を接続できるバス方式にも対応可能な規

この温度調節器には温度調節器本体内部での過熱防格で、この規格に準拠した通信方式。

止機能とは別に、一体型で組み込まれている独立しＳＶ
設定温度。セットバリュー。 た過熱防止器による過熱防止機能。⇒

下限出力リミット
ヒーターの出力比率の下限を設定 （単位％）【ア行】 。

通常は０または－５に設定。アクセルエンジン方式
下降ランプ▲キーや▼キーを押して数値を変化させるとき、押した直

勾配運転で下降ステップを運転中に点灯するランプ後はゆっくりと数値が変化するが、押し続けると段階的に変

で、どんなに緩やかな下降カーブでも下降ステップ化速度が速くなって、大きな数値差を素早く変化させられる

であることが確認出来る。方式。

アップキー 過熱防止器
数値を増やす方向に変化させるキー。 乾燥器その他、全ての恒温器にとって最大の危険は

は過熱が元で発生する事故で、これを未然に防ぐたアドバンスキー
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ための安全装置。 択指定出来る。

空焚警報 ステップＮｏ （ Ｓ Ｔ ＥＰ ）
水槽機種で水位が低下し、ヒーターが露出し ＥＰタイプで５ステップ運転、１６ステッ

て空焚状態になった時の警報。 プ運転で進行中のステップを示す番号。

キーロック 制御ライン遮断出力
使用者の誤操作や第三者による設定値の改変を防止す 過熱防止器が動作した時、ヒーターを直接遮断する

るため ー操作を受け付けないよう する機能 出力回路。に、キ ロック 。

係留ランプ 積分動作
勾配運転で一定温度をキープ（係留）するステップで 操作量を偏差の大きさと偏差の生じている時間に囲

点灯するランプ。 まれた面積、つまり積分値の大きさに比例して動か

そうとする動作。結露
積分時間空気中の水分が表面温度の低い物体に接触し、露点温

度以下まで冷却されて水分を凝結、露を結ぶか濡れを ＰＩＤ定数の内Ｉの値で、積分動作だけで比例動作

生ずる現象。 と同じ操作量を得るまでの時間。積分時間が短いほ

ど積分効果は強くなる。勾配運転
設定温度Ｅ Ｐタイプで目標の温度までの昇温時間を指定し

温度調節器に制御させる目的で設定された運て一定の直線勾配で昇温（下降）させる運転。

転希望温度。⇒ＳＶ

設定指示分解能【サ行】

温度を設定したり指示できる最小単位で、サンプリング周期
。温度調節器が温度の測定を、どの位の周期で 仕様によって ℃又は１℃となっている０ ． １

設定値異常実行するかの数値 （単位秒）。

その設定項目で規定されている設定可能な数時間表示器
タイマーの時間表示器で、設定時間、経過時間、残り 値以外の不合理な数値が入力されること。

時間等を９９時間５９分まで４桁の数値で表示する。 例えば、０～３００℃の装置で３０１℃以上

やタイマーの分設定で６０以上の数値が入力自動入モード
タイマーで時間を設定し、その時間が経過した後に自 される等。

ゼロクロス動的に運転を開始する運転モード。

ヒーターの入切制御で、必ず交流波形の０Ｖ自動入切モード
タイマーで時間 １ と時間 ２ を設定し 時間 １ （ゼロボルト）付近でＯＮ又はＯＦＦをさせ（ ） （ ） 、 （ ）

が経過した後に自動的に運転を開始して温度が上昇し ることにより、火花やノイズの発生を抑制す、

設定温度に到達してから時間（２）が経過すると自動 る機能。

センサー断線的に運転を停止する運転モード

温度調節器は温度を検知するセンサー（熱電自動切モード
温度が上昇し、設定温度に到達してから設定した時間 対）が断線すると、設定温度に関係なく、

が経過すると自動的に運転を停止する運転モード 測定温度を最高温度以上に表示するよう設

計されているため、センサーが断線するとシフトキー
設定温度表示器で、３桁又は４桁の数値を設定する場 ヒーターはＯＦＦになって温度は全く上昇

合に設定桁を右に移動させるキー。 しなくなる。

上昇ランプ センサー補正
勾配運転で上昇ステップを運転中に点灯するランプで ＰＶバイアスによってセンサーの測定表示

どんなに緩やかな上昇カーブでも上昇ステップである 温度を一定の範囲で補正するための機能。

測定温度ことが確認出来る。

温度調節器が測定した現在の槽内温度。初期化
ユーザー設定モードで設定されたＰＩＤ定数その他の ⇒ＰＶ

、 。数値を メーカー出荷時に設定された数値に戻す機能

【タ行】上限出力リミット
待機運転ヒーターの出力比率の上限を設定 （単位％）。

通常は１００または１０５に設定。 ＥＰタイプ、ＳＳタイプで自動入モード又

は自動入切モードで設定時間が経過するま水位低下
自動給水機能のある水槽機種で水位が低下し で起動せずに待機している運転状態。

タイムシグナルても給水機能が働かない時の警報。

、ステータス出力 ５ステップ又は１６ステップのパターンで

装置が一連の運転条件の中で、現在の運転状 指定したステップでタイマーの計時中に接

態に応じて接点信号を出力する機能で、待機 点出力をＯＮにする機能。

ダウンキー中、設定温度到達、運転終了等々の状態を選

付４



数値を減らす方向に変化させるキー。 設定しない。

通信機能 パターンＮｏ （ Ｐ ＴＮ ）
、温度調節器とコンピュータとをケーブルで接 ＥＰタイプで連続運転を含むタイマー運転

続して、コンピュータから温度調節器を制御 ５ステップ運転、２４時間運転、１６ステ

する機能。 ップ運転等の各モードをパターンＮｏで区

別する。通信インターバル時間
バックアップデーターエラーコンピュータとの通信中にデータの欠落等を

防止するために設ける時間的すきま。 電源投入時、バックアップデータのチェッ

クを行いデータが変化していた場合や通電通信デバイスアドレス
コンピュータと複数の温度調節器が通信する 中に書き込み不良が発生した場合の警報。

パワーキー場合に他機と区別するために自機に付けられ

温度調節器を起動させたり、停止させるキー。る固有名詞のような番号。

停電警報 微分時間
、 、運転中（特に夜間等）に停電があったことを 定数の内Ｄの値で 偏差が増減するときＰＩＤ

報知する機能。ユーザー設定で停電後の復帰 微分動作だけで比例動作と同じ操作量を得る

動作が になっている場合には報知しない までの時間。ＯＦＦ 。

停電後の復帰動作 微分動作
運転中に停電し、その停電が終わって復電し 操作量を偏差の生じる割合（速さ）に比例し

た時の装置の状態。 て動かす修正動作（ブレーキ）を加えて偏差

装置を停電前の状態から自動的に運転を継続 が大きくなるのを未然に防ごうとする動作。

比例帯させる 止状態に維持 動操作が行わか、停 し、起

れた場合にのみ運転状態にするかを選択する 比例動作で設けられる温度の巾（帯）で、。

帯の下端から上端までの温度巾を比例帯とデータ保持期間
ＥＥＰＲＯＭ（記憶素子）が記憶したデータ いう。

比例動作を保持し続けられる期間。

ＰＩＤ定数の内Ｐの値で、設定温度を中心デフォルト
初期値。メーカー出荷時に設定された状態。 に温度の巾（帯）を設け、帯の下端までが

１００％、中心（設定温度）が５０％、上デフォルトリセット機能
⇒初期化。 端以上が０％の直線の中で、現在の測定値

の位置に比例するヒーター出力で熱的に平電源ブレーカー
漏電と過電流に対する保護機能と元電源スイ 衡する点で制御する方式。

ッチを兼ねている。 ヒーター出力が５０％で平衡しない限り設

定値と測定値は一致せずオフセット（定常トライアックショート
ヒーターを入り切りするスイッチとしてトラ 偏差）を生ずる。

フリー電源イアックやＳＳＲと呼ばれる半導体素子を使

用しているが この素子がショート パンク 一定の電圧の巾の中であれば、どんな電圧、 （ ）

すること。 でも動作する電源方式。

素子がショートすると温度に関係なくヒータ この調節器はＡＣ ８５ ～ ２６４Ｖ

ーが加熱し続けるので過熱事故の元になる。 （１００Ｖでも２００ＶでもＯＫ）のフリ

ー電源。

【ナ行】 【マ行】

内部上限警報 モードキー
槽内温度が温度調節器内部で任意に設定され ＥＰタイプでは選択されたパターンの中で

た温度を超えて上昇した場合に、ヒーターを 運転モードを選ぶ時に押すキー。

遮断して警報を出す過熱防止機能。 ＳＳタイプでは定値運転とタイマー運転の

種別を選択する時に押すキー。二位置方式
設定温度以下ではヒーターがＯＮし、設定温 ＤＳタイプは定値運転専用なのでこのキー

度以上ではヒーターがＯＦＦする制御方式。 はない。

【ヤ行】ＯＮ／ＯＦＦ制御ともいう。

入力値警報 ユーザー設定モード
ＣＰＵの内部固定入力値が許容範囲を超えた ＰＩＤ定数を始め、ユーザーに必要な各種

場合の警報。 の定数や運転条件を設定するモード。

予備警報
特別仕様で標準警報機能にない種類の警報【ハ行】

機能に割り当てる警報で、標準機種では設爆発警報
準防爆式恒温器で槽内で爆発が起こった場合 定されない。

の警報。 一般の乾燥器、培養器では機能を

付５



【ラ行】

ラン／ストップキー
ＥＰタイプ、ＳＳタイプで選択されたモード

での運転を開始したり停止させるキー。

冷凍機過圧力
冷媒の圧力が異常に高くなった時の警報。

冷凍機搭載機種で設定される。

冷凍機過電流
冷凍機の圧縮器に過大な電流が流れた時の

警報。冷凍機搭載機種で設定される。

付６
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